
別添１

平成29年12月5日

協議会名：相模原市地域公共交通会議

評価対象事業名：バリアフリー化設備等整備事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

今後も市内における福祉タク
シー（UDタクシーを含む）の導
入を適切に進める。

相模中央交通(株) 福祉タクシー導入 Ａ

計画どおり、3台の福祉タク
シーを導入し、タクシー利用
者の利便性の向上が図れ
た。

福祉タクシーの導入促進を図る
ために必要な台数の計画策定
に努めた。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

④事業実施の適切性

Ａ

⑤目標・効果達成状況
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協議会名：相模原市地域公共交通会議

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

④事業実施の適切性

Ａ

⑤目標・効果達成状況

利用者の増加や稼働率の向上
を目指し、利用者アンケート調
査、利用促進チラシの各戸配
布等、利用促進活動に取り組
む。

山口自動車株式会社 吉野・与瀬地区乗合タクシー Ａ

【目標】
稼働率65％、
１便あたり利用者数1.8人、
年間利用者数2,300人
【平成29年度(H28.10.1～
H29.9.30)実績】
稼働率75.3％、
１便あたり利用者数2.2人、
年間利用者数3,221人

目標達成に必要な利用促進活
動の実施に努めた。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　  津久井地域にある吉野・与瀬地区は、山間部に位置していることから勾配率の高い坂道が多く、徒歩や自転車での
移動に適していない。また、最寄りのバス停までも１㎞以上の移動を要し、移動制約者の移動に支障をきたしている。
更に、当該地区の高齢化率は38.3％（平成29年1月1日現在）と市の平均値24.9%（平成29年1月1日現在）を大幅に上
回っている。
　これらの状況から、当該地区では自動車の運転が困難な高齢者等の日常生活に必要な最低限の移動手段の確保
をする必要があり、地域内フィーダー系統確保維持計画に基づいて地域間幹線ネットワーク（相模湖駅、藤野駅）と接
続するフィーダー系統（乗合タクシー（デマンド型））を導入し、地域公共交通の確保・維持・改善に向けた取組を継続し
ている。

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

平成29年12月5日

協議会名： 相模原市地域公共交通会議

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金


